
★新しい学習指導要領におけるタグラグビーのカリキュラム編成例 ２００８．７．６
低 学 年 中 学 年 高 学 年

領 域 「 ゲーム 」 「 ゲーム 」 「 ボール運動 」E E E
ボールゲーム ゴール型ゲーム ゴール型

・身だしなみ。 ・タグを取られるまで走る。 ・タグ前のパスの継続。
・タグの取り方。 ・タグをとられたら止まる。 ・ボールを落とさないパス。
・タグの返し方・もらい方。 ・ボールを前に投げない。 ・オフサイドの禁止。基本的な指導
・ボールの握り方。 ・スペースを見つけて走り込む。 ・チームでスペースを作り走り込む。
・ボールを持った走り方。 ・チーム内での声かけをする。 ・チームでかべを作り守る。

， （ ） 。・ボールの投げ方。 ・フリーパスは ５ｍ ７歩 間をあける
・スペースを見つける。
★タグを取られたら止まる。 ★ボールは前に投げない。 ★距離感を大切にする。
★タグを取ったら止まる。 「パスは，渡す人の顔を見て胸へパス」 ★ゲーム中，みんなで声をかけ合う。重要なポイント

， 。（声かけ） ★ボールを両手で持ってゴールまで走る。 ★ボールを持っている人に付いていく。 ★みんなで喜び みんなで励まし合う
★タグの受け渡しは「ありがとう」で。 「金魚のふん 「背中が見える場所」」

★みんなで喜び，みんなで励まし合う。
主なゲーム内容 前半「タグやボールを使った遊び」 前半「通りぬけゲーム」 前半「タグ制限なしのゲーム」
単元の前後半 後半「通りぬけゲーム」 後半「タグ制限なしのゲーム」 後半「タグ制限有りのゲーム」

・手つなぎタグとり ・タグとりへび ・円形タグとり
・牛馬ゲームタグを

（陣地へ，敵地へ，じゃんけん勝負）使った遊び
・タグとり鬼具

（色対抗，個人戦，じゃんけん）
体

・ボール体まわし （首，おなか，足） ・円形パスまわり（外側，ランニング） ・ボールタッチゲーム
・ボールかタグかゲーム ・ボール集めゲーム（パスあり，なし）的 ボールを
・一列ボールリレー（上下横，手・足）使った遊び
・円形パスまわり （外側，ランニング）な

内
・ボール運びゲーム ・タグラグビー ・タグラグビー
・通りぬけ（点，線，エリア）ゲーム （ 人制） （ 人制）容 コートを 4 4

（タグの回数制限なし） （タグの回数制限あり）使ったゲーム
（レベルに応じてオフサイド適用） （パスの活用）

（レベルに応じてオフサイド適用）
６（６～９）時間 ６（６～９）時間 ５（５～８）時間指導時間


